8-4-20　技術開発支援ＷＧ

1.　 技術開発支援ＷＧの予算

　　　予算：0円

2.　主な活動記録

（1）活動目標

　建コン協は、社会貢献のために、技術の高度化・

新分野の開拓等に対し、より積極的な技術開発

投資が求められている。技術開発支援ＷＧは、

協会としての技術開発の有り方、開発技術の活用方法等について検討し、適切な仕組みを作ることを目的としている。

（2）委員会の開催

　・ＷＧ：２回開催

1回目のＷＧで、ＷＧとしての技術開発支援制度の枠組みに付いて提案書案を完成し、協会内部で協議した。

（3）支援制度の提案

ａ）建コン協の技術開発による社会貢献を広く社会にアピールすると共に、新分野のビジネスチャンスに直結する技術開発を支援する。

ｂ）1社単独では負担が大きい技術開発を会員および異業種との協同により、より付加価値の高い技術開発を支援する。

ｃ）支援制度の具体的な仕組みとして、支援組織、公募方式、補助金、評価選定方式、顕彰制度、成果の運用方法等を検討した。

（4）提案した制度の見直し

　提案した制度は、協会内部だけではなく、共同研究の相手として、大学、異業種等を対象としたが、投資可能な協会の財政規模、技術支援制度の目的に照らして、協会内部の技術開発投資とすべきとする意見が多く、協会内部での複数社による共同研究、単独研究に焦点を当てるものに方針を変更することとした。

（5）委員の交代

　技術開発ＷＧ長が会社都合により退任したこと、及び委員数名が同様に退任し、新規体制で11月から再スタートした。

　見直し方針に基づいて、再検討を行っている。

3.　次年度活動計画

（1）技術開発に関する提案書（案）を改定作成し、常任委員会に上程し、支援制度の実現へ向けて合意形成を図る。

（2）今後のスケジュールは、常任委員会において

提案骨子、方針等の承認を得て、中間答申書（案）

として常任理事会に提出し承認を受ける。

（3）第2回アンケート調査を行い、会員の参加意

志、テーマ、支援のあり方等具体的な意見・要

望を把握する予定である。

　　　　　　（技術開発支援ＷＧ代表　永冶  泰司）

